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 2018 年 年頭に 

 会⻑ 上田牧子 
 

2018 年になりました。今年の旧正⽉は２⽉ 16 日だそう

です。新年快乐︕今年もよろしくお願いします。 
 

年を改めましてご報告があります。昨年末付でコーラルコス

モが連盟を脱退することになりました。これで連盟に所属す

る団体は残り３団体となり、先日の連盟ボードミーティング

でこれからの連盟のあり方を話し合いました。 
 

合唱連盟は 2005 年の東京のアラウンドシンガーズのアメリ

カ公演をきっかけに、歌の輪を広げようというビジョンを持って

2004年に二川さんの呼びかけで発足されました。2006年

には南カリフォルニアの日系合唱連盟を招待して第１回の

合唱祭コンサートを開催し、それ以降合同演奏会を中⼼に

活動を続けてきました。当初６団体で発足した連盟は、も

っとも多い時で７団体が加盟していましたが、徐々に減り、

北カリフォルニア合唱連盟としての求⼼⼒を失っていったよう

です。そこで「歌の輪を広げる」という原点に帰り、連盟のあ

り⽅を基本的に⾒直そうと話し合いが⾏われました。 

話し合いの結

果、連盟という

枠を取り外して、

会をよりコミュニ

ティーに開かれ

たものにし、演

奏活動に関し

ては柔軟に対

応していくという

こ とで意⾒が

一致しました。 

 

 

 

 

以下ボードで話し合って決めた要点をお知らせします。 
 

連盟は連絡組織・事務局という形で残し、理事（ボー

ド）は解散する。今後はコラールメイ、アンサンブル四季、

SF フォレストクワイアの３団体の代表が連絡を取り合う

形とする。 

連盟の活動は、要請に応じてイベントや演奏会などの

企画をサポートする。 

連盟年会費は 2018年より徴収停⽌。預⾦⼝座はそ

のまま維持し、将来のイベントで活用する。 

連盟だよりは不定期に発⾏を続ける。連盟以外のベイ
エリアの合唱団体のコンサート情報なども記載する。 

連盟のウェブサイトはベイエリアの合唱活動の情報を提

供する場として継続する。 

会計、連盟だより、ウェブサイトは現在の担当者が当面

管理する。 

現ボードメンバーのメーリングリストは便宜上そのまま残す。 
 

詳しい内容はボードミーティングの議事録を参考にしてくだ

さい。先日のボードミーティングは第 87 回目でした。これま

でに連盟のボードに携わった方々、連盟の活動を支えてく

ださった合唱団員の皆様にお礼を申し上げます。 ボードは

解散となりますが、事務局として維持していくためにウェブサ

イトや会計の管理、連盟だよりの編集など、ボランティアで

⽀えていく⼒が必要です。またイベントに応じて実⾏委員を

募ることもあるでしょう。これからも引き続きサポートをよろし

くお願いします。これから何が飛び出してくるのか楽しみです。

皆さんと⼀緒に歌の輪を広げていきましょう。 
 

新体制での最初のイベントは今年

６⽉に鳴門で⾏われるベートーベ

ン第九 100 周年記念コンサート

です。コンサート情報や報告は連

盟だよりでお知らせしますね︕ 
 
 

 

 

 ▶ 目次は最終ページに掲載しています。 

                北カリフォルニア⽇本合唱連盟 

     連 盟 だ よ り 
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さて、声とはいったい何からできているのでしょうか。 

理科の授業のようになりますが、閉じた声帯（vocal 

code）を吐く息によって振動させる、その空気の振動が個

人の口腔や鼻腔を通って共鳴しながら出てきて空気中を

伝わって我々の耳へ届いて鼓膜の振動となり、それが声とし

て感じられます。人間の顔が人によって違うのと同様、声も

ひとりひとり違います。声を聞くだけでだれがしゃべっているの

かわかりますね。声とはいろいろな振動数の音が混ざってい

てそれがその人特有のブレンドになっている、歌声にしてもそ

うです。たとえユニゾンでも、人間の喉から出る声はその音

程の振動数以外のいろいろな音が少しずつ混ざっています。

だからこそ、単一の機械音よりも歌声のほうが暖かみがある

ように感じられるのでしょう。 
 
歌はメロディーに⾔葉が付いていますが、ではどうやって⾔葉

を聴き分けるのでしょうか。⺟⾳だけでも「あ」と「い」はかなり

違っています。例えば⾳叉のＡ４（ハ⻑調のドレミで⾔うと

ラの音、440Hz）で音を取って「あー」と歌った場合、その

音程の周波数つまり基準音とその近くの周波数とが混ざっ

た（440Hｚ+-40 くらいの）ところが一番強く、それに加

え て そ れ ら の 倍 数 （ 880Hz, 1320Hz, 1760Hz, 

2200Hz, …）とまたそれらの近くの周波数の音が重なって

「あ」と聞こえ、「い」は「あ」よりもスペクトルの狭い、つまり

440Hz とその倍数のごく近くの周波数の音に加え、特に倍

数の高い高音域がやや強めに出ているから「あ」と違って

「い」と聞こえるそうです。 

周波数が２倍つまり 880Hz になると１オクターブ上がり、

そのまた２倍の 1760Hz では２オクターブ上がります。でも

周波数が３倍になると、１オクターブと５度の違いになりま

す。（厳密に言うと実際の音階はほんの少しずれているの

だそうです。） 

660Hz の⾳はＥ５（ハ⻑調でいうと⾼いミの⾳）ラより

５度上で、1320Hz の音はそのまたオクターブ上のミの音

です。なのでラの音で「あー」と歌うと、実はほんの少しですが

高音のミの音も混ざっているそうです。では 2200Hz は何

かというと２オクターブ上がったラより３度上、つまり⾼い C#

の⾳です。さて前置きが⻑くなりましたが、A + C# + E の

組み合わせとは︖ 
 
以前に TCP（The Choral Project）で誰かがソロの部

分を歌っている時に “Overtone is ringing …” などと指

揮者（Daniel）が時々言うのですが、初めは何のことか

知りませんでした。たぶん音程がずれたのかそれとも声が大

きすぎたのかと私は自分で勝手に解釈していました。でも本

当はそうではなくて、歌声の中に複数の pitch が含まれて

いるように聞こえることだったのです。歌うときはいつもひとつの

音程ずつ音を取りますよね。一人で２つの音程を同時に取

るなんて出来ないはず。ところが… 
 
それは 3 年ほど前に TCP がサリナスの Community 

College に⾏った時の事。Daniel が カレッジのコーラスメ

ンバーを指導していたとき、overtone についての説明が出

てきたのです。みんなよくわかってなかったので実際にその

overtone を感じさせるために TCP のひとり（アルト１の

⼥性）を指定して、おなじ⾳程でゆっくり、”a—e—i—o—

u— “ と歌わせました。とてもなめらかなきれいな声の人で、

彼⼥⾃⾝ボイストレーナーでもあります。すると a— のときは

ひとつの⾳程で聞こえたのに、あら不思議、e—i— と少しず

つ移⾏すると信じられないことに、わずかですが⾳程の⾼い

音が同時に聞こえてきました。気のせいか、ドー と伸ばす音

の中に高音のソーの音も入っている様に聞こえます。それで

彼が言いたかったことは、美しく聞こえる合唱とは、音程が正

しく歌えていると、各パートの基の音程とそのオーバートーン

がそれぞれ響きあってブレンドし熟成し、特に高い声は天使

の歌声のように美しく聞こえるのだとか。本当かなあ。私にと

っては何だかわかったようなわからないような話でした。 
 
その夜は Community College で TCP コンサートがある

予定で、それまで時間を潰すのにサリナスの Steinbeck 

Museum（National Steinbeck Center）の入場券を

Community College からもらったので昼食後にみんなで

出かけました。Museum の入り口は広くて、ホールの天井

は２階の高さ以上の丸い吹き抜けになっています。カープー

ルして私達の⾞が早く着いたので他の⼈達を待っている間、

だれかが「ここで overtone の実験をしたらきっと倍音が上

手く聞こえるかも…」といい出しました。みんなで a—e—i— 

とうなっていると、確かに overtone が聞こえる気もします。

すると誰かが ”Irish Blessing”（TCP の持ち歌）の始め

の部分を歌い出しました。それに TCP メンバーがひとり、また

ひとり歌い出し、ギフトショップに入っていた TCP の人も出て

きて歌に加わり、それに遅れて着いた人達が加わって、まる

で Flash Mob のようでした。オーバートーンが響き合ってい

たかどうかはわかりませんが、吹き抜けの天井のあるモダンな

建物に歌声がきれいにブレンドしていました。 

オーバートーン（overtone）とは︖   福井 良子 
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ジルベスターコンサートを存知ですか︖

大晦日にクラシックの音楽会を開いて新

年をお祝いするコンサートのことで、「ジル

ベスター」とはドイツ語で大晦日という意

味です。この年末に⽇本に帰国した際

に、福岡で⾏われたジルベスターコンサー

トに参加してきました。一般の公募で集

まった人達で合唱とオーケストラが構成さ

れていて、４年前に福岡で第⼀回目の

演奏会が開催された時から気になってい

ました。この冬に高校生の娘と二人で福

岡へ⾥帰りをすることを決めてから、私は

合唱に、フルートを吹く娘はオーケストラ

に（本⼈の承諾なしで︕）申し込んで

おいたのです。 
 

今回の演目のハイライトは、『ベートーベ

ン交響曲第九番』と『くるみ割り人形』、

『マイスタージンガー』など。コンサート前

のリハーサルが 12 月 29 日と 30 日に

⾏われ、会場は偶然にも私の⺟校。「こ

こはお⺟さんの卒業した⾼校よ︕」と娘

に校門で記念撮影を撮ってもらうはしゃ

ぎよう。懐かしい気持ちで集合時間の

30 分前には校門をくぐったのですが、会

場はすでにオケの人達が席について各

自練習しています。オケのリハーサルが先

に⾏われるので、私は部屋の隅に座って

練習を⾒学させてもらいました。⾒渡し

たところ 100 人くらいのメンバーで、中学 

⽣から年配の⽅まで⾊々な年齢層の⽅が参加しています。合唱は、『第

九』と椿姫の『乾杯の歌』など計３曲だけだったのですが、オーケストラは、

『第九』はもちろん『くるみ割り人形』 

を含め計 10 曲演奏する予定で、

盛り沢山のプログラム。私達が帰

国する前に２回ほどオケの練習が

あったようですが、うちの娘は事前

にほとんど練習もせず、ほぼ初⾒

で残り２回しかないリハに臨んでい

る状態で、日本語の音楽用語も

ちゃんと理解できるのか親としては 

かなり不安です。そんな⼼配をよそに、ゲス

トの指揮者である井田勝太さんの指導で、

リハーサルが始まりました。とても⾔葉遣い

の丁寧な、人当たりのいい方で、コンサート

マスターに気配りをしながら、的確に指示す

る姿が印象的でした。オケは寄せ集めにし

ては音がまとまっていて、悪くないレベルです。

２時間ほどオケだけで練習し、30 分のお

昼の休憩の後に合唱が練習に参加し、計

４時間の特訓でした。まだ時差ボケが取れ

ておらず、疲れ気味の娘に感想を聞くと「シ

ョッピングの時間がなくなった。」とまず一言。

「コンサートマスター、ナルシストじゃない︖

変な人」と失礼な発言が飛び出し、反抗

期の娘らしいコメントで苦笑いしました。 
 

合唱はほとんどの参加者が夏から集まって

練習をしていたようで、それほど指示もされ

ずにさっと通していきました。男性の参加者

が少なかったのですが、声楽を専攻してい

る学⽣達が助っ⼈として参加しており、⼒

強い歌声が横からびんびん聞こえてきます。

実は私は12月初めからひいていた風邪が

完治しておらず、１ヶ月たっても痰が絡ん

で声が思うように出ない状態だったので、

無理せず軽く歌うことを⼼がけていました。

特に第九は油断すると叫んでしまう危険

があるので注意して⼩さめの⾳量で歌った

のですが、なぜかガンガンの男性の声と自

分の声しか聞こえず、周りの⼥性軍はどう

しちゃったのかしらと思うくらいソフトに歌って

いたようです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡でのジルベスターコンサートに参加して  上田 牧子（SFFC） 

  
 娘と    ウェルカムコンサート 

 
 ⺟校にて 
 

 
 リハ風景 
 

 
 本番前のリハ 
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そうやって２回のリハが終わり、いよいよ大晦日、本番です。

福岡市内にあるサンパレス・ホールに午後４時に集合し、

娘はコンサート前のロビーで演奏するウエルカムコンサートの

ために他のフルート演奏者とリハーサルをしています。嬉しい

ことに出演者全員に太宰府の梅ヶ枝餅（美味︕）が振

る舞われ、注文しておいた特製ホットドックとカップ麺のそば

で腹ごしらえをし、本番前最後のリハが進みます。年越しの

お祭り気分を高めるために、ステージでは色々な演出を用

意してありました。エルガーの威風堂々の演奏に合わせて、

カウントダウンの午前０時にぴしゃりと演奏が終わるように

指揮者がタクトを振ったり、ソリスト達によるちょっとした寸劇

もありました。オケの演奏者はカラフルなドレスや被り物を身

につけています。派手すぎるかと心配しながら娘がアメリカか

ら持ってきていたドレスが実は一番地味で、まるでオペラの

ような華やかな舞台でした。コンサートは元旦の午前０時

30 分に無事終了。娘曰く「ソリストの演技がダサかったけど、

演奏はまあよかった。」とのこと。親子でいい体験ができまし

た。「お⺟さん、もう勝⼿にコンサートに申し込まないでよ。」

と娘に言われてしまいましたが。はいはい、どうもすみませ

ん。 
 

 

 

 

 ✿ アンサンブル四季/コラール・メイ ✿ 

 サンフランシスコ・フォレスト・クワイア 新年会 
 

1 月 28 日、SF３グループの新年会が開催されました。 

12 月のホリデーコンサートで、リタイヤされた山本ご夫妻も、 

LA の作曲家の王 ケンジさんも参加してくださいました。 
  四季の有志で「⻤のパンツはいいパンツ」を歌わせて頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思い出のひとコマ 

 

   

 
 

 
SFFC は、水前寺清子の「幸せは~歩いて

来ない、だーから歩いて⾏くんだよー」 

るり子先生の熱唱と皆さんの振り付けで盛

り上がりました。  （⻑岡） 

 
 
 
 

 

    

 

✿  2017 年 12 月 10 日  ✿ 

SF３グループホリデーコンサート 

12 月 10 日の 

ホリデーコンサートより




